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JFRグループ サステナビリティ方針
 持続可能な社会とくらしのあたらしい幸せの実現に向けて 人びとと共に、地域と共に、環境と共に

私たちが生活を営む社会は、国内・国外を問わず、異常
気象、水資源危機、資源枯渇、格差の拡大、不完全な雇
用、人権問題など様々な社会課題に直面しています。その
中でも、環境リスクは近年特に顕著になってきており、地
球温暖化や地球環境の悪化により、私たちを取り巻く環境
は大きく変化しています。国際的な対応の一環としてパリ
協定による気候変動への対応、国連で採択された「持続可
能な開発目標（SDGs）」で掲げられた社会課題への対応な
ど、企業は益々、持続可能な社会への貢献が求められて
おり、企業の環境（Environment）・社会（Social）・企業統
治（Governance）に対する取り組みが不可欠なものとなっ
ています。

一方、私たちJFRグループは、その礎となる大丸と松坂
屋が、正しい道を追求する姿勢を表している「先義後利」「諸
悪莫作・衆善奉行」という社是のもと、300年、400年とい
う長い歴史の中で企業活動を行ってきました。この考え方
をもとに、私たちは「くらしのあたらしい幸せを発明する。」
というビジョンを新たに策定しました。そして、常にお客様
一人ひとりの生活を考え続け、お客様の幸せな未来の実
現に向けた事業活動に取り組んでいます。

私たちは小売事業の店舗をはじめ、お客様とふれあう場
をたくさん持っています。そこでは、お客様、従業員、お取

引先様、地域の方々など、さまざまな人びとが集い、出会
いが生まれています。このふれあう場を豊かなものとして
保ち続けるために、人びとが根ざしている地域社会は大切
な役割を担っています。そして、地域社会がつねに活力に
あふれた接点として、いつまでも続いていくためには、すべ
てを支えているかけがえのない地球環境が、滞りなく次世
代に引き継がれていくことが重要だと考えます。つまり私
たちが目指している、くらしのあたらしい幸せを発明するた
めには、ふれあう場を保ち続けることが重要であり、その
ためには持続可能な社会がなければ実現できないのです。

私たちは、お客様とふれあう場をJFRが考えるサステナ
ビリティ経営の重点領域と定め、主体的に持続可能な社
会の実現に向け、全社一丸となって本気で取り組みを進め
ています。そのために、ステークホルダーの皆様にアンケー
トを行いさまざまなご意見を頂戴すると共に、経営会議、
取締役会での論議を何度も重ねた結果、最重要課題であ
る「脱炭素社会の実現」をはじめ、「お客様の健康・安全・安
心なくらしの実現」「ダイバーシティ＆インクルージョンの推
進」「ワーク・ライフ・インテグレーションの実現」「地域社会
との共生」 「サプライチェーン全体のマネジメント」「サーキュ
ラー・エコノミーの推進」という7つを、私たちの取り組むべ
きマテリアリティ（重要課題）として特定しました。私たちは、
これらのマテリアリティに取り組むことで国際的な目標で

ある「持続可能な開発目標（SDGs）」への貢献にもつなが
ると考えています。この7つのマテリアリティの中で特に経
営として重点を置いているのが、喫緊の課題である「脱炭
素社会の実現（気候変動への対応）」です。私たちは、社会
の一員の使命としてこの課題に取り組み、持続可能な社会
の実現に資するために、2050年を見据えた「JFRエコビジョ
ン」の策定をいたしました。このビジョンをもとに環境課題
の解決と企業成長の融合の実現を目指していきます。

以上、私たちは持続可能な社会の実現に向け、すべての
お客様に対して環境、社会への責任を果たすと共に、ステー
クホルダー一人ひとりのくらしのあたらしい幸せを創り出
していきます。同時に、この取り組みをたゆまなく継続する
ため、引き続きコーポレートガバナンス強化を通じて持続
的成長を続けていきます。
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